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改革改善
の考え方

①問題
点

・建設地の決定に難航することがある。

②改革
提案

・建設候補地の情報を効率よく収集できるよう検討する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

下久堅、上久堅、龍江地区について、建設地の決定に期間を要したことから繰越した。

総事業費①+② 84,249 143,596 73,525 53,100

正規職員所要時間 800 800

臨時職員所要時間

一般財源 1,784 9,100 3,578

人件費計（千円）② 2,861 0 2,861 0

起債 77,300 131,800 65,300 47,700

その他 2,304 2,696 1,786 5,400

県支出金

事業費計（千円）① 81,388 143,596 70,664 53,100 （地）合併特例（充当率95％）（Ｈ27）
（地）地域活性化（充当率90％）（Ｈ28）
27→28繰越明許費　35,386千円
28→29繰越明許費　53,100千円
（そ）繰越金

国庫支出金

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

28
年
度
事
業
内
容

１　中山間地域のまちづくり委員会との協議に基づき新築住宅の供給
２　中山間地域のまちづくり委員会との協議に基づき既存住宅の改修によ
る供給
３　地域産木材の活用
４　28年度の供給に向けた中山間地域まちづくり委員会との協議

１　供給戸数
２　供給戸数
３　活用戸数
４　協議回数

１　　　４戸
２　　　０戸
３　　　４戸
４　　１０回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　この事業は、まちづくり委員会との協働事業として、中山間地域における民間借家が無い、または少ない地域へ住宅を供給することに
より、地域におけるコミュニティの活性化や伝統・文化を継承し地域を維持することを目的とする。
　各中山間地域の事情に応じた住宅の供給を目指すために、該当する各地域の活性化計画に基づき、公的空家の活用及び住宅建設
や改修を行う。
　また、それぞれの地域における入居者の選定及び用地の確保についてはまちづくり委員会が行う。

成果
指標

地区の計画に基づき入居した件数（件）／供給戸数（戸）
％

100 100 100 100

成果
指標

協働事業として供給された住宅（戸）／供給予定総戸数
（戸）　％

72.7 70.9 81.8 72.7

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

地域活動に参加している住民の割合

対象地区数（地区） 7

意図（どういう状態
にするか）

　地域における活性化や伝統文化を継承する人材の為
の住宅を、該当地区まちづくり委員会との協働事業として
供給する。

目
的

対象（誰・何を）
　中山間地域計画に該当する民間借家が無い、または少
ない地域

対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

施策 85 中山間地域振興の推進

基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

H29作成課等名 ふるさと定住支援課 H29係等名 遠山郷・中山間地域振興係 H28担当課等名 ムトスまちづくり推進課

開始 20 終了 30

15 14

事務事業名 地域振興住宅整備事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策

平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 8 施策№ 85 事業№


